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三
科
仁
伸
君
博
士
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

論
文
題
目
「
近
代
日
本
に
お
け
る
企
業
家
と
企
業
家
集
団
」

本
学
位
請
求
論
文
は
、
企
業
家
集
団
の
役
割
や
地
方
企
業
家
の
活
動
実

態
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
彼
ら
が
い
か
に
し
て
近
代
日
本
の
急
速

な
経
済
発
展
を
支
え
た
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま

ず
第
一
に
、
学
卒
企
業
家
の
経
済
活
動
を
、
同
窓
の
企
業
家
集
団
と
の
関

係
に
着
目
し
て
検
討
す
る
。
第
二
に
、
地
方
企
業
家
の
役
割
と
そ
の
限
界

を
確
認
し
た
上
で
、
近
代
日
本
の
経
済
発
展
の
中
で
の
そ
の
位
置
を
検
討

す
る
。
第
三
に
、
そ
う
し
た
地
方
企
業
家
の
一
地
方
以
外
で
の
経
済
活
動

に
つ
い
て
、
企
業
家
集
団
の
存
在
や
企
業
合
併
に
留
意
し
て
分
析
す
る
。

本
論
文
の
対
象
事
例
と
す
る
産
業
は
鉄
道
事
業
、
電
力
事
業
、
金
融
事
業

で
あ
り
、
地
域
的
に
は
東
京
府
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
京
都
府
の
事
例
か

ら
検
討
を
行
っ
た
。
全
体
的
に
、
史
料
を
博
捜
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
記

課
題
に
取
り
組
ん
だ
意
欲
作
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
本
論
文
の

構
成
を
示
す
。

序
章

課
題
と
方
法

一
�
本
論
の
課
題
と
目
的

二
�
研
究
史
の
検
討

三
�
研
究
対
象
と
本
論
の
構
成

第
Ⅰ
部

企
業
経
営
と
企
業
家
集
団
の
役
割

第
一
章

玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開

は
じ
め
に

一
�
玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立

二
�
開
業
後
の
玉
川
電
気
鉄
道

三
�
玉
川
電
気
鉄
道
の
経
営
陣
と
株
主

お
わ
り
に

第
二
章

豊
国
銀
行
の
設
立
と
展
開

は
じ
め
に

一
�
豊
国
銀
行
の
設
立

二
�
豊
国
銀
行
の
展
開

三
�
豊
国
銀
行
の
解
散
と
昭
和
銀
行
へ
の
合
同

お
わ
り
に

補
章
１

城
東
電
気
軌
道
の
設
立
と
展
開

は
じ
め
に

一
�
城
東
電
気
軌
道
の
設
立
と
千
葉
胤
義

二
�
開
業
後
の
城
東
電
気
軌
道

お
わ
り
に

補
章
２

王
子
電
気
軌
道
の
設
立
と
展
開

は
じ
め
に

一
�
王
子
電
気
軌
道
の
設
立
と
才
賀
藤
吉

二
�
開
業
後
の
王
子
電
気
軌
道

三
�
王
子
電
気
軌
道
の
経
営
陣
と
株
主

お
わ
り
に

第
Ⅱ
部

地
方
企
業
家
・
伊
東
要
蔵
の
経
済
活
動

彙

報

二
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第
三
章

企
業
経
営
と
有
価
証
券
投
資

は
じ
め
に

一
�
伊
東
要
蔵
の
企
業
経
営

二
�
伊
東
家
の
有
価
証
券
投
資

三
�
有
価
証
券
投
資
と
株
式
仲
買
商

お
わ
り
に

第
四
章

三
十
五
銀
行
の
改
革
と
頭
取
の
活
動

は
じ
め
に

一
�
運
転
資
金
の
窮
乏
と
伊
東
要
蔵
の
頭
取
就
任

二
�
情
実
融
資
へ
の
対
応
と
人
材
の
登
用

三
�
足
立
孫
六
へ
の
貸
付
金
の
処
理

四
�
株
主
と
の
対
立
と
伊
東
要
蔵
の
退
任

お
わ
り
に

第
五
章

浜
松
に
お
け
る
鉄
道
事
業
の
展
開

は
じ
め
に

一
�
一
八
九
〇
年
代
後
半
の
鉄
道
建
設
計
画

二
�
浜
松
鉄
道
（
浜
松
軽
便
鉄
道
）
の
設
立
と
展
開

三
�
大
正
期
に
お
け
る
鉄
道
建
設
計
画

お
わ
り
に

第
Ⅲ
部

松
岡
孝
吉
と
電
力
事
業

第
六
章

戦
間
期
に
お
け
る
地
方
企
業
家
か
ら
専
門
経
営
者
へ
の
変

容
過
程

は
じ
め
に

一
�
松
岡
孝
吉
と
松
岡
家

二
�
地
方
企
業
家
と
し
て
の
活
動

―
和
束
川
水
力
電
気
・
笠
置
水
電
―

三
�
山
城
水
力
電
気
の
経
営
と
笠
置
電
気
鉄
道

四
�
専
門
経
営
者
と
し
て
の
活
動

―
朝
比
奈
水
力
電
気
―

お
わ
り
に

第
七
章

戦
間
期
日
本
の
電
力
企
業
に
お
け
る
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
機
能

は
じ
め
に

一
�
営
業
所
の
役
割
と
営
業
所
長
の
機
能

二
�
豊
橋
電
価
問
題
（
第
一
次
電
価
争
議
）
に
対
す
る
対
応

三
�
早
川
電
力
と
の
対
抗
と
合
併

お
わ
り
に

終
章

結
論

論
文
の
概
要

三
科
君
は
ま
ず
、
序
章
で
上
記
の
よ
う
な
本
論
文
の
課
題
と
構
成
を
述

べ
た
上
で
、
本
論
に
入
っ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
「
企
業
経
営
と
企
業
家
集
団
の
役
割
」
で
は
、
企
業
家
集
団
が

果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
慶
應
義
塾
出
身
の
そ
れ
を
事
例
と
し
て
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
第
一
章
「
玉
川
電
気
鉄
道
の
設
立
と
展
開
」
で
は
、
慶

應
義
塾
出
身
企
業
家
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
同
社
の
設
立
過
程
と
企

業
経
営
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
①
玉
川
電
気
鉄
道
は
沿
線
の
世
田
谷

地
域
の
住
民
と
渡
邊
熊
之
進
が
協
力
し
て
建
設
を
進
め
た
が
、
資
金
調
達

史

学

第
八
七
巻

第
三
号
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が
十
分
に
行
え
ず
工
事
が
難
航
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
建
設
計
画
が
大
幅

に
遅
れ
た
こ
と
、
②
株
主
か
ら
経
営
陣
の
責
任
が
問
わ
れ
て
渡
邊
熊
之
進

は
退
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
、
③
そ
の
後
東
京
信
託
が
優
先
株
の
引

き
受
け
を
条
件
に
玉
川
電
気
鉄
道
に
資
金
援
助
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

同
社
か
ら
経
営
陣
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
、
④
そ
の
中
に
は

富
岡
製
糸
場
の
工
場
長
を
務
め
た
津
田
興
二
な
ど
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業

家
が
多
数
参
画
し
て
お
り
、
津
田
は
同
電
鉄
の
経
営
基
盤
を
玉
川
か
ら
の

砂
利
輸
送
か
ら
旅
客
輸
送
へ
と
転
換
し
た
こ
と
、
⑤
津
田
は
、
慶
應
義
塾

の
出
身
者
で
あ
り
富
士
瓦
斯
紡
績
を
経
営
し
て
い
た
和
田
豊
治
と
交
渉
し
、

同
社
か
ら
資
金
援
助
と
電
力
の
供
給
を
受
け
た
こ
と
、
⑥
和
田
豊
治
の
没

後
は
、
同
じ
く
慶
應
義
塾
の
出
身
者
で
あ
る
門
野
幾
之
進
に
よ
っ
て
経
営

さ
れ
て
い
た
千
代
田
生
命
が
同
社
の
株
式
を
引
き
受
け
た
こ
と
な
ど
を
明

ら
か
に
し
、
慶
應
義
塾
出
身
企
業
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
指
摘
す

る
。第

二
章
「
豊
国
銀
行
の
設
立
と
展
開
」
で
は
、
傍
流
都
市
銀
行
で
あ
る

豊
国
銀
行
の
設
立
か
ら
昭
和
銀
行
と
の
合
併
に
至
る
ま
で
の
経
営
活
動
を
、

特
に
金
融
恐
慌
を
乗
り
越
え
得
た
要
因
に
留
意
し
つ
つ
分
析
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
武
総
銀
行
、
浅
草
銀
行
、
本
郷
商
業
銀
行
、
三
田
銀
行
、
浜
松

信
用
銀
行
が
合
同
し
た
豊
国
銀
行
は
、
日
露
戦
争
後
の
一
九
〇
八
年
、
資

本
金
一
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
一
〇
〇
〇
万
円
と

い
う
資
本
金
は
、
当
時
三
井
銀
行
や
第
一
銀
行
、
十
五
銀
行
に
匹
敵
す
る

規
模
で
あ
っ
た
こ
と
、
同
行
は
堅
実
な
経
営
方
針
を
採
っ
て
い
た
こ
と
で

有
名
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
行
の
監
査
役
を
務
め
た
慶
應
義
塾
出
身
の
門
野

幾
之
進
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
う
し
た
方
針
が
、
豊
国

銀
行
が
度
重
な
る
不
況
を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
一
因
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

補
章
１
「
城
東
電
気
軌
道
の
設
立
と
展
開
」
及
び
補
章
２
「
王
子
電
気

軌
道
の
設
立
と
展
開
」
で
は
、
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
慶
應
義
塾
出
身

の
企
業
家
集
団
の
相
対
化
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
第
一
章
で
検
討
し
た

鉄
道
を
事
例
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
補
章
１
で
、
慶
應
義
塾
出

身
の
企
業
家
集
団
以
外
に
も
、
渋
沢
栄
一
の
血
縁
者
に
よ
る
企
業
家
集
団

の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
城
東
電
気
軌
道
を
例
に
明
ら
か
に
す
る
と
も

に
、
補
章
２
で
、
こ
う
し
た
企
業
家
集
団
が
経
営
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
企

業
は
経
営
が
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と
を
、
王
子
電
気
軌
道
を
例
に
指
摘
し

て
い
る
。

第
Ⅱ
部
「
地
方
企
業
家
・
伊
東
要
蔵
の
経
済
活
動
」
で
は
、
第
Ⅰ
部
で

検
討
し
た
慶
應
義
塾
出
身
企
業
家
集
団
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
企
業
家
の
経

済
活
動
を
、
静
岡
県
引
佐
郡
の
伊
東
要
蔵
を
事
例
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

第
三
章
「
企
業
経
営
と
有
価
証
券
投
資
」
で
は
、
伊
東
要
蔵
の
経
済
活
動

の
う
ち
、
企
業
へ
の
経
営
参
画
と
有
価
証
券
投
資
活
動
に
つ
い
て
、
帳
簿

を
通
し
て
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
①
伊
東
要
蔵
は
慶
應
義
塾
の
出

身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
窓
の
浜
口
吉
右
衛
門
や
和
田
豊
治
ら
が
経
営

し
て
い
た
富
士
瓦
斯
紡
績
や
そ
の
傍
系
企
業
、
豊
国
銀
行
な
ど
の
経
営
に

携
わ
る
と
と
も
に
、
地
元
地
域
で
は
浜
松
委
托
会
社
を
共
に
経
営
し
た
企

業
家
と
共
同
し
て
、
浜
松
鉄
道
や
浜
松
瓦
斯
な
ど
を
設
立
し
た
こ
と
、
②

有
価
証
券
投
資
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
や
銀
行
、
電
力
株
に
投
資
を
行
っ
て

お
り
、
特
に
富
士
瓦
斯
紡
績
に
代
表
さ
れ
る
和
田
豊
治
が
関
与
し
た
企
業

に
出
資
し
て
い
た
こ
と
、
③
そ
の
結
果
、
大
正
期
に
入
る
と
、
伊
東
家
の

彙

報
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収
益
基
盤
は
小
作
収
入
よ
り
も
有
価
証
券
所
得
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
、
④
こ
う
し
た
有
価
証
券
の
売
買
は
、
自
ら
が
経
営
に
関
与
し
た
銀

行
の
店
員
、
慶
應
義
塾
出
身
の
仲
買
商
を
介
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
伊
東
要
蔵
は
浜
松
で
は
他
の
地
方
企
業
家
と
共
同
し
て
企
業

経
営
を
行
う
と
同
時
に
、
学
閥
企
業
家
集
団
の
一
員
と
な
る
こ
と
で
、
東

京
の
企
業
の
経
営
に
も
参
画
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
四
章
「
三
十
五
銀
行
の
改
革
と
頭
取
の
活
動
」
で
は
、
明
治
後
期
の

地
方
金
融
機
関
内
部
で
生
じ
た
行
内
改
革
、
具
体
的
に
は
一
九
〇
一
年
か

ら
一
九
〇
四
年
ま
で
の
三
十
五
銀
行
（
静
岡
）
で
の
伊
東
要
蔵
頭
取
の
改

革
を
検
討
し
、
以
下
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
伊
東
家
は
浜
松
の

資
産
家
と
し
て
二
十
八
銀
行
（
浜
松
）
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
同

行
が
三
十
五
銀
行
に
買
収
さ
れ
た
た
め
、
三
十
五
銀
行
の
経
営
に
参
画
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
の
三
十
五
銀
行
で
は
、
行
員
及
び
そ
の
関
係
者

に
対
す
る
不
良
貸
付
が
資
金
の
固
定
化
と
貸
し
倒
れ
に
よ
る
損
失
を
発
生

さ
せ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
運
転
資
金
の
窮
乏
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
気
賀
半
十
郎
の
後
任
と
し
て
頭
取
に
就
任
し
た
伊
東
要

蔵
は
、
行
員
の
勤
務
状
況
や
貸
付
実
態
の
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
各
支
店

の
貸
付
体
制
を
頭
取
の
下
に
再
編
成
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
の
過
程
で
、

独
断
で
の
貸
付
を
行
っ
た
行
員
を
更
迭
す
る
な
ど
厳
し
い
措
置
を
と
り
、

ま
た
、
行
員
の
行
動
を
監
督
す
る
た
め
に
、
同
じ
慶
應
義
塾
出
身
の
企
業

家
で
あ
る
和
田
豊
治
や
山
本
達
雄
（
日
本
銀
行
総
裁
）
ら
に
人
材
の
紹
介

を
求
め
、
支
配
人
に
小
榑
勇
を
、
東
京
支
店
長
に
松
尾
侃
次
郎
を
登
用
し

た
。
さ
ら
に
、
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
た
足
立
孫
六
に
対
す
る
貸
付
の
抵

当
品
の
う
ち
、
伊
東
要
蔵
も
監
査
役
を
務
め
て
い
た
富
士
紡
績
の
株
式
は

自
ら
引
取
っ
て
い
る
。
伊
東
要
蔵
は
、
一
連
の
損
失
を
資
本
金
の
減
資
に

よ
り
処
理
し
よ
う
と
企
図
し
た
が
、
株
主
の
反
対
に
よ
り
断
念
せ
ざ
る
を

得
ず
、
一
九
〇
四
年
の
株
主
総
会
で
は
伊
東
要
蔵
及
び
彼
が
登
用
し
た
人

材
に
対
す
る
批
判
が
噴
出
し
、
頭
取
を
退
任
し
て
い
る
。
以
上
、
三
科
君

は
、
明
治
期
の
地
方
銀
行
に
お
け
る
頭
取
の
機
能
と
、
行
内
改
革
に
お
け

る
企
業
者
活
動
の
実
態
の
一
事
例
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
五
章
「
浜
松
に
お
け
る
鉄
道
事
業
の
展
開
」
で
は
、
伊
東
要
蔵
の
企

業
経
営
の
中
で
中
心
的
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
鉄
道
事
業
を
分
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
八
九
〇
年
代
後
半
に
は
複
数
の
鉄
道
建
設
計
画
が
存
在
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
伊
東
要
蔵
は
、
伊
藤
市
平
か
ら
の
勧
誘
に
応
え
る
か

た
ち
で
遠
参
鉄
道
建
設
計
画
に
参
画
し
た
こ
と
、
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る

「
顔
の
み
え
る
関
係
」
に
基
づ
き
伊
東
要
蔵
は
発
起
人
に
名
を
連
ね
、
単

な
る
資
金
提
供
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
も
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
た
が
、
資

金
の
窮
乏
や
発
起
人
間
の
不
和
を
原
因
と
し
て
計
画
は
頓
挫
し
た
こ
と
、

そ
の
後
伊
東
要
蔵
は
、
浜
松
鉄
道
建
設
の
計
画
を
実
現
し
、
長
期
に
わ
た

っ
て
同
社
の
経
営
を
主
導
し
た
こ
と
、
こ
の
間
、
明
治
後
期
以
来
構
想
さ

れ
て
い
た
愛
知
県
下
に
接
続
す
る
鉄
道
路
線
の
建
設
を
計
画
す
る
も
、
そ

れ
は
実
現
は
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

伊
東
要
蔵
は
遠
州
電
気
鉄
道
の
設
立
に
も
関
係
し
、
取
締
役
と
し
て
鉄
道

の
電
化
に
貢
献
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅲ
部
「
松
岡
孝
吉
と
電
力
事
業
」
で
は
、
京
都
府
相
楽
郡
出
身
の
地

方
企
業
家
で
あ
る
松
岡
孝
吉
と
電
力
事
業
と
の
関
わ
り
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
松
岡
孝
吉
の
経
済
活
動
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
第
Ⅱ
部
で
取
り

上
げ
た
伊
東
要
蔵
と
は
異
な
る
方
法
で
地
方
か
ら
都
市
の
経
済
活
動
へ
と

史
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参
画
し
た
企
業
家
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
六
章
「
戦
間
期
に

お
け
る
地
方
企
業
家
か
ら
専
門
経
営
者
へ
の
変
容
過
程
」
で
は
、
南
山
城

地
域
に
お
け
る
山
城
水
力
電
気
の
形
成
か
ら
、
朝
比
奈
水
力
電
気
の
再
建

に
至
る
過
程
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
南
山
城
地
域
に
は
発
電
の

権
利
だ
け
を
有
し
た
和
束
川
水
力
電
気
と
関
西
水
力
電
気
か
ら
の
受
電
で

電
力
供
給
を
行
っ
て
い
た
笠
置
水
電
が
あ
り
、
両
社
を
買
収
し
合
併
す
る

こ
と
で
、
山
城
水
力
電
気
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
際
松
岡
は
、
地
元

の
有
力
資
産
家
で
あ
る
稲
葉
弥
吉
ら
と
共
同
し
て
活
動
を
行
い
、
電
力
の

供
給
先
と
し
て
笠
置
電
気
鉄
道
な
ど
の
建
設
計
画
を
構
想
し
た
こ
と
、
山

城
水
力
電
気
が
関
西
水
力
電
気
（
後
の
東
邦
電
力
）
と
合
併
す
る
と
、
松

岡
は
同
社
の
豊
橋
営
業
所
長
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
後

東
京
電
力
や
東
京
電
灯
を
経
て
、
朝
比
奈
水
力
電
気
の
再
建
に
携
わ
る
中

で
、
松
岡
は
電
力
料
金
を
巡
る
騒
動
に
よ
り
東
京
電
灯
と
対
立
し
、
以
降

は
電
力
事
業
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
「
戦
間
期
日
本
の
電
力
企
業
に
お
け
る
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
機
能
」
で
は
、
松
岡
孝
吉
の
東
邦
電
力
や
東
京
電
力
で
の
浜
松
営
業

所
長
及
び
豊
橋
営
業
所
長
と
し
て
の
活
動
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
ず
、
営

業
所
の
活
動
実
態
と
し
て
、
集
金
や
管
轄
内
の
人
材
を
管
理
す
る
こ
と
に

加
え
て
、
地
方
官
庁
や
供
給
地
域
と
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
管
轄
地
域
に
関
す
る
情
報
の

収
集
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
松
永
安
左
ェ
門
な
ど
の

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
し
て
絶
え
ず
提
供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
営
業
所
の
機
能
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、

豊
橋
電
価
問
題
へ
の
対
応
と
早
川
電
力
の
合
併
に
際
し
て
行
っ
た
活
動
を

検
討
し
た
結
果
、
松
岡
孝
吉
が
電
価
値
下
期
成
同
盟
会
や
仲
裁
者
、
地
方

官
庁
の
担
当
者
、
大
口
需
要
者
な
ど
に
対
し
て
自
ら
接
触
を
図
っ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
松
永
安
左
ェ
門
な
ど
の
ト
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
最
終
的
な
決
裁
が
な
さ
れ
る
以
前
に
、
松
岡

は
必
要
と
さ
れ
る
意
見
交
換
や
事
前
交
渉
を
緊
密
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
本
論
文
に
お
い
て
三
科
君
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
企
業
家
と

企
業
家
集
団
の
役
割
に
つ
い
て
、
史
料
を
博
捜
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
具

体
的
な
事
例
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
本
論
文
が
分
析
対
象
と
し
た
時

期
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
企
業
家
が
地
域
の
産
業
化
を
目
的
と
し
て
積

極
的
な
活
動
を
行
い
、
企
業
の
設
立
や
経
営
を
行
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た

中
で
、
同
窓
や
血
縁
と
い
っ
た
関
係
に
支
え
ら
れ
た
企
業
家
相
互
の
関
係

性
が
、
安
定
的
な
企
業
経
営
を
支
え
る
一
要
因
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ

と
を
三
科
君
は
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
地
方
企
業
家
と
さ
れ

る
人
々
は
、
企
業
家
集
団
の
存
在
や
企
業
合
併
を
契
機
と
し
て
、
大
都
市

の
経
済
活
動
に
接
近
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
た
企
業

家
ら
の
活
動
に
よ
り
、
近
代
日
本
の
経
済
発
展
が
支
え
ら
れ
て
い
た
と
結

論
づ
け
た
。

審
査
要
旨

日
本
の
近
代
に
お
け
る
経
済
発
展
を
支
え
た
企
業
家
や
そ
の
経
営
に
関

す
る
研
究
は
古
く
か
ら
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
東
京

や
大
阪
な
ど
大
都
市
の
著
名
な
企
業
家
に
よ
る
近
代
産
業
の
経
営
に
注
目

が
集
ま
り
、
西
洋
か
ら
の
機
械
や
技
術
を
い
か
に
早
く
か
ら
導
入
し
て
日
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本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
近
年
で
は
、
近
代
日
本
の
経
済
発
展
を
支
え
た
の
は
そ

う
し
た
企
業
家
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
代
以
前
か
ら
存
在
す
る
在
来
産
業

を
営
み
続
け
、
地
道
に
堅
実
に
事
業
を
拡
大
さ
せ
た
り
、
蓄
積
し
た
資
本

を
都
市
の
全
国
レ
ベ
ル
の
企
業
へ
の
投
資
に
つ
ぎ
込
ん
だ
地
方
の
企
業
家

も
ま
た
そ
う
で
あ
る
と
し
て
注
目
す
る
研
究
も
増
え
て
き
て
い
る
。
本
論

文
は
、
そ
う
し
た
研
究
の
影
響
を
承
け
つ
つ
、
近
代
日
本
の
地
方
の
企
業

家
が
地
方
の
み
な
ら
ず
、
学
閥
を
介
し
て
都
市
の
産
業
へ
も
投
資
し
て
日

本
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
た
側
面
を
具
体
的
に
照
射
し
て
い
る
。
い
ず
れ

の
章
も
史
料
を
博
捜
し
、
大
量
の
一
次
史
料
を
用
い
た
、
読
み
応
え
の
あ

る
労
作
と
な
っ
て
い
る
。

三
科
君
は
第
Ⅰ
部
で
、
企
業
家
集
団
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
慶

應
義
塾
出
身
の
そ
れ
を
事
例
と
し
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。「
福
澤
山

脈
」
と
い
う
こ
と
ば
も
あ
る
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
出
身
者
が
近
代
日
本
の

経
済
界
で
活
躍
し
た
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
彼
ら
が

集
団
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
結
合
と
活
動
を
見
せ
た
か
と
い
う
実

態
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
は
乏
し
い
。
三
科
君
は
第
一
章
で
、
玉
川
電
気

鉄
道
の
設
立
過
程
と
企
業
経
営
を
分
析
し
、
同
社
は
当
初
、
慶
應
義
塾
と

は
関
係
の
な
い
、
沿
線
の
世
田
谷
地
域
の
住
民
と
渡
邊
熊
之
進
が
協
力
し

て
建
設
が
進
め
ら
れ
た
が
、
資
金
調
達
が
十
分
に
行
え
ず
工
事
が
難
航
し
、

渡
邊
熊
之
進
は
経
営
か
ら
退
い
た
こ
と
、
し
か
し
そ
の
後
、
慶
應
義
塾
出

身
の
企
業
家
が
多
数
参
画
す
る
東
京
信
託
が
資
金
援
助
を
引
き
受
け
、
同

社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
慶
應
義
塾
出
身
の
津
田
興
二
ら
が
、
同
じ
く
慶
應
義

塾
の
出
身
者
で
あ
り
富
士
瓦
斯
紡
績
を
経
営
し
て
い
た
和
田
豊
治
か
ら
資

金
援
助
と
電
力
の
供
給
を
受
け
る
な
ど
し
て
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
慶
應
義
塾
出
身
企
業
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
企
業
を
危

機
か
ら
救
う
原
動
力
と
な
っ
た
と
し
た
。
ま
た
第
二
章
で
は
、
都
市
銀
行

で
あ
る
豊
国
銀
行
の
設
立
か
ら
昭
和
銀
行
と
の
合
併
に
至
る
ま
で
の
経
営

活
動
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
こ
で
は
慶
應
義
塾
出
身
の
門
野
幾
之
進
の

堅
実
経
営
が
、
同
窓
の
企
業
家
た
ち
の
協
力
も
あ
っ
て
、
金
融
恐
慌
な
ど

度
重
な
る
不
況
を
切
り
抜
け
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
の
章
も
、
大
量
の
史
料
に
裏
付
け
ら
れ
て
安
定
的
な
事
実

の
獲
得
が
な
さ
れ
て
お
り
、
説
得
力
の
あ
る
行
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

補
章
１
及
び
２
で
は
、
企
業
家
集
団
に
は
慶
應
義
塾
出
身
者
に
よ
る
も

の
ば
か
り
で
な
く
、
例
え
ば
城
東
電
気
軌
道
の
よ
う
に
渋
沢
栄
一
の
血
縁

者
に
よ
る
そ
れ
な
ど
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
上
記
の
よ
う
な
慶
應
義

塾
出
身
の
企
業
家
集
団
の
相
対
化
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
企
業
家

集
団
の
関
与
が
な
い
場
合
、
企
業
経
営
は
不
安
定
化
す
る
こ
と
を
、
王
子

電
気
軌
道
を
事
例
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
補
章
は
、
第

一
・
二
章
で
述
べ
ら
れ
た
慶
應
義
塾
出
身
者
の
企
業
家
集
団
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
意
図
が
あ
る
。

三
科
君
は
第
Ⅱ
部
で
は
、
第
Ⅰ
部
で
検
討
し
た
慶
應
義
塾
出
身
企
業
家

集
団
に
位
置
付
け
ら
れ
る
企
業
家
の
経
済
活
動
を
、
静
岡
県
引
佐
郡
の
伊

東
要
蔵
を
事
例
と
し
て
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
第
三
章
で
は
、
伊
東

要
蔵
の
経
済
活
動
の
う
ち
、
企
業
へ
の
経
営
参
画
と
有
価
証
券
投
資
活
動

に
つ
い
て
、
帳
簿
を
通
し
て
分
析
し
て
い
る
。
伊
東
要
蔵
は
同
窓
の
浜
口

吉
右
衛
門
や
和
田
豊
治
ら
が
経
営
し
て
い
た
富
士
瓦
斯
紡
績
や
そ
の
傍
系

企
業
、
豊
国
銀
行
な
ど
の
経
営
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
地
元
地
域
で
は
浜

史
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松
委
托
会
社
を
共
に
経
営
し
た
企
業
家
と
共
同
し
て
、
浜
松
鉄
道
や
浜
松

瓦
斯
な
ど
を
設
立
し
た
こ
と
、
有
価
証
券
投
資
に
つ
い
て
は
鉄
道
や
銀
行
、

電
力
株
に
投
資
を
行
っ
て
い
た
が
、
特
に
富
士
瓦
斯
紡
績
に
代
表
さ
れ
る

和
田
豊
治
が
関
与
し
た
企
業
に
出
資
し
て
い
た
こ
と
、
有
価
証
券
の
売
買

は
、
自
ら
が
経
営
に
関
与
し
た
銀
行
の
店
員
、
慶
應
義
塾
出
身
の
仲
買
商

を
介
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
伊
東
要
蔵
は
浜
松

で
は
他
の
地
方
企
業
家
と
共
同
し
て
企
業
経
営
を
行
う
と
と
も
に
、
学
閥

企
業
家
集
団
の
一
員
と
な
る
こ
と
で
都
市
の
全
国
レ
ベ
ル
の
企
業
経
営
に

も
参
画
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
も
多
く
の
史
料
を
用
い
て
手
堅
く
実
証
し

て
い
る
。
続
く
第
四
章
で
は
、
明
治
後
期
に
伊
東
要
蔵
が
取
り
組
ん
だ
地

方
金
融
機
関
（
三
十
五
銀
行
）
内
部
の
行
内
改
革
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
従
来
の
経
営
者
の
下
で
の
不
良
貸
付
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
の

運
転
資
金
の
窮
乏
状
況
の
解
決
に
取
り
組
む
伊
東
要
蔵
の
姿
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
貸
付
体
制
の
再
編
成
、
行
員
の
管
理
態
勢
の
強
化
は
、
慶

應
義
塾
出
身
の
企
業
家
で
あ
る
和
田
豊
治
や
山
本
達
雄
（
日
本
銀
行
総

裁
）
ら
の
協
力
も
あ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
一
連
の
損
失
を
資
本
金
の
減
資

に
よ
り
処
理
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
株
主
の
反
発
を
受
け
頭
取
を
退
任
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
慶
應
義
塾
出
身
企
業
家
の
も
つ
合
理
性
が
、

当
時
の
地
方
社
会
の
意
識
と
は
ま
だ
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
お
り
、
興
味
深
い
。
し
か
し
、
第
五
章
で
は
、
伊
東
要
蔵
の
企
業
経
営

の
中
で
中
心
的
な
位
置
づ
け
に
あ
っ
た
鉄
道
事
業
と
の
関
わ
り
を
分
析
す

る
中
で
、
い
わ
ゆ
る
「
顔
の
み
え
る
関
係
」
に
基
づ
き
伊
東
要
蔵
が
発
起

人
に
名
を
連
ね
、
単
な
る
資
金
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
積
極
的
な
経
営
活
動

を
行
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
地
方
人
と
し
て
の
側
面
も
見
逃

し
て
い
な
い
。

第
Ⅲ
部
で
は
、
第
Ⅱ
部
で
取
り
上
げ
た
伊
東
要
蔵
と
は
別
の
タ
イ
プ
の

企
業
家
で
あ
る
京
都
府
相
楽
郡
出
身
の
松
岡
孝
吉
と
そ
の
電
力
事
業
と
の

関
わ
り
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
第
六
章
「
戦
間
期
に
お
け
る
地
方
企

業
家
か
ら
専
門
経
営
者
へ
の
変
容
過
程
」
で
は
、
松
岡
が
地
元
京
都
府
南

山
城
地
域
で
同
地
の
有
力
資
産
家
と
と
も
に
水
力
発
電
を
経
営
し
て
い
た

が
、
そ
れ
が
関
西
水
力
電
気
（
後
の
東
邦
電
力
）
と
合
併
す
る
と
、
松
岡

は
同
社
の
豊
橋
営
業
所
長
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
続
く
第
七
章

で
、
松
岡
孝
吉
の
東
邦
電
力
や
東
京
電
力
で
の
浜
松
営
業
所
長
及
び
豊
橋

営
業
所
長
、
つ
ま
り
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
活
動
を
分
析
し

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
日
記
と
い
う
超
一
級

の
一
次
史
料
を
駆
使
し
て
、
集
金
や
管
轄
内
の
人
材
の
管
理
、
地
方
官
庁

や
供
給
地
域
と
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

管
轄
地
域
に
関
す
る
情
報
の
収
集
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
情

報
が
松
永
安
左
ェ
門
ら
の
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
し
て
絶
え
ず
提

供
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
松
永
安
左
ェ
門
な
ど
の
ト
ッ

プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
最
終
的
な
決
裁
が
な
さ
れ
る
以
前
に
、
必
要

と
さ
れ
る
意
見
交
換
や
事
前
交
渉
を
緊
密
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
、
経
営
史
学
会
で
の
報
告
、
雑
誌
『
経
営

史
学
』
で
の
掲
載
を
経
て
、
補
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ミ
ド
ル
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
画
期
的
な
論
文
と
し
て
、
学
会
で
も
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

以
上
、
本
論
文
は
ほ
と
ん
ど
の
章
が
学
会
報
告
や
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ

た
論
文
を
土
台
に
改
稿
さ
れ
た
も
の
で
、
各
章
は
粒
ぞ
ろ
い
の
、
読
み
応

彙

報
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え
の
あ
る
論
稿
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
文
が
分
析
対
象
と
し
た
時
期
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
企
業
家
が
地
域
の
産
業
化
を
目
的
と
し
て
積
極
的
な
活

動
を
行
い
、
企
業
の
設
立
や
経
営
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
、

同
窓
や
血
縁
と
い
っ
た
関
係
に
支
え
ら
れ
た
企
業
家
相
互
の
関
係
性
が
、

安
定
的
な
企
業
経
営
を
支
え
る
一
要
因
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
具

体
的
に
明
ら
か
に
し
た
点
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
地
方
企
業
家
と
さ
れ
る

人
々
が
、
企
業
家
集
団
の
存
在
や
企
業
合
併
を
契
機
と
し
て
全
国
レ
ベ
ル

の
経
済
活
動
に
接
近
し
て
い
っ
た
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
こ
う
し
た
企
業

家
ら
の
活
動
に
よ
り
、
近
代
日
本
の
経
済
発
展
が
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
リ
ア
ル
に
感
じ
取
れ
る
論
考
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
本
論
文
に
も
残
さ
れ
た
課
題
は
あ
る
。
ま
ず
、
慶
應
義
塾
出
身

者
の
企
業
家
集
団
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
結
合
論
理
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

慶
應
義
塾
で
の
教
育
で
あ
ろ
う
か
。
同
窓
と
し
て
の
連
帯
意
識
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
要
因
な
の
か
。
今
後
追
求
し
て
も
ら
い
た
い

課
題
で
あ
る
。
次
に
、
各
章
は
実
証
密
度
が
高
い
が
、
全
体
の
繋
が
り
は

必
ず
し
も
良
く
な
い
。
特
に
第
Ⅱ
部
と
第
Ⅲ
部
の
間
は
、
レ
ベ
ル
の
違
う

企
業
家
の
話
で
あ
る
だ
け
に
、
叙
述
面
で
何
ら
か
の
工
夫
が
ほ
し
か
っ
た
。

と
は
い
え
本
論
文
は
、
近
代
日
本
経
済
史
及
び
経
営
史
研
究
に
お
い
て

大
き
な
功
績
を
残
し
た
も
の
で
あ
り
、
審
査
員
一
同
、
博
士
（
史
学
）
の

学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
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